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目的　高齢者の介護予防のための栄養改善活動の主要テーマとして食品摂取の多様性の増進がある。
しかし，食品摂取の多様性を形成している食品摂取パタンが明らかにされておらず改善手段の
開発が十分ではない。本研究の目的は食品摂取の多様性得点を形成する食品摂取パタンを明ら
かにし，その特性に着目した栄養改善手段を立案することにある。

方法　分析対象は秋田県大仙市に在住する地域高齢者，男性7,199名，女性9,372名，計16,571名で
ある。食品摂取の多様性得点を形成する食品摂取パタンの探索は，食品摂取の多様性評価票に
よる10食品群摂取頻度調査結果にもとづく因子分析によった。

結果　分析対象の平均年齢（標準偏差）は男性74.2（6.7）歳，女性74.8（6.8）歳，全体では74.5（6.7）
歳であった。食品摂取の多様性得点の性，年齢調整後の平均値は4.37点であった。探索的な因
子分析は因子数が 4のときに最適解が得られ，第 1因子は，芋類（0.777），海藻類（0.706），
果物類（0.663），第 2因子は肉類（0.747），油脂類（0.729），卵（0.628），第 3因子は緑黄色
野菜類（0.726），魚介類（0.683），大豆・大豆製品（0.682），第 4因子は牛乳（0.947）が正
の高い因子負荷量を示し累積寄与率は60.7％であった。したがって，第 1因子は植物食品摂取
パタン，第 2因子は欧米食パタン，第 3因子は日本食パタン，第 4因子は牛乳摂取パタンと解
釈され，食品摂取の多様性は 4つの食品摂取パタンで形成されていることが示された。そこで
食品摂取の多様性得点を各食品摂取パタンで高い因子負荷量を示した食品群でグループ化し 4
つの下位得点を作成した。第 1因子にもとづく下位得点を植物食品得点，第 2因子は欧米食得
点，第 3因子は日本食得点，第 4因子は牛乳得点とした。重回帰分析の結果，各因子の因子得
点と下位得点の間には強い正の関係が認められ，作成した各下位得点は表出した因子の特性を
反映した変数であることが確認できた。本研究集団の植物食品得点，欧米食得点，日本食得点，
牛乳得点の性，年齢調整後の平均値はそれぞれ0.83点，0.98点，2.07点，0.47点であり，食品
摂取の多様性得点の47.3％が日本食得点に依拠していた。

結論　地域高齢者の食品摂取の多様性の形成が日本食パタンに大きく依存していることが明らかに
なった。介護予防のための栄養改善活動では欧米食パタンと植物食品摂取パタンを促す食事様
式に着目した活動が必要になると考えられる。
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Ⅰ　は　じ　め　に

　高齢人口の増加に伴い自立高齢者の要介護を

予防する地域活動の重要性が高まっている。そ
の活動の 1つとして栄養改善活動が主要な取り
組みに位置づけられている1）。
　地域高齢者の栄養要因が高次生活機能の自立
性に及ぼす影響について分析した先行研究2）は
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栄養要因として食品摂取の多様性に着目しその
評価指標を考案している。この評価指標は，魚
介類，肉類，卵，牛乳，大豆・大豆製品，緑黄
色野菜類，海藻類，芋類，果物類，油脂類の10
の食品群についておおむね 1週間の摂取頻度を
アンケート調査し，ほぼ毎日食べていると回答
した食品群数の合計を食品摂取の多様性得点と
定義した。この研究成果2）は老研式活動能力指
標3）の 3 つ下位尺度すべてにおいて，食品摂取
の多様性得点が高いグループほど老化に伴う自
立度の障害リスクが低いことを示した。この知
見にもとづき，自立高齢者を対象とした介護予
防のための栄養改善活動を始動させるにあたり
食品摂取の多様性の改善が主要プログラムとし
て据えられた1）。その後，高齢者を主とした集
団の観察研究4）-17）においては，食品摂取の多様
性得点と種々の健康指標および環境要因などと
の関係が検証され成果が蓄積されている。自立
高齢者の筋力低下の縦断研究17）では，食品摂取
の多様性得点の高いグループほど握力と通常歩
行速度の低下リスクが低く，食品摂取の多様性
得点が老化に伴う筋虚弱化を予測する栄養変数
であることを示した。さらに，介護予防活動の
広がりに伴い食品摂取の多様性を改善する地域
保健活動18）-21）の効果も示されている。關ら21）の
地域高齢者を対象とした栄養改善活動において
は，食品摂取の多様性得点の低いグループでは
多様性得点を改善することにより血清アルブミ
ンの加齢低下が有意に抑えられることを示した。
これら一連の観察研究と実践研究により，食品
摂取の多様性得点が高齢者の健康状態の予測指
標としてだけではなく，たんぱく質栄養を改善
し虚弱化を防ぐ手段そのものであることが明確
になったと考えられる。
　このように，地域在宅の自立高齢者の介護予
防のための栄養改善活動においては食品摂取の
多様性を促すことが有用な手段と考えられ，さ
らなる支援活動の手段開発も必要になると考え
られる。本研究の目的は，食品摂取の多様性評
価票2）を用い高齢者の大規模集団の食品摂取の
多様性得点の水準を示し，その多様性を形成し
ている食品摂取パタンを探索することである。

加えて，分析によって探索できた食品摂取パタ
ンを反映する簡便な指標を考案作成し，食品摂
取の多様性の形成における食品摂取パタンの寄
与特性を把握する手法を開発することである。
これにより食事様式にも配慮した食品摂取の多
様性の改善のための手段の開発が可能になると
考えられる。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　調査概要
　本研究は，秋田県大仙市が保健施策として実
施した平成26年度65歳以上特定健診および後期
高齢者健診の対象者28,169名に対して行われた。
食品摂取の多様性に関する健康アンケート調査
票には，調査への参加の意思を示す項目を設け，
事前配布し記入を求めた。健康アンケート調査
票の回収は郵送または健診受診日に行われた。
未記入項目については，調査協力の意思のある
者についてのみ本人あるいは家族から回答が得
られるよう努めた。また，地域における健康ア
ンケート調査票の配布と回収は健康づくり住民
ボランティア組織の協力を得て行われた。その
結果，21,802名から回答が得られ，男性8,193
名，女性11,011名，計19,204名から調査参加の
意思が示された。
　食品摂取の多様性に関する健康アンケート調
査では，先行研究により開発された食品摂取の
多様性評価票2）にもとづき魚介類，肉類，卵，
牛乳，大豆・大豆製品，緑黄色野菜類，芋類，
海藻類，果物類，油脂類の10食品群に関する摂
取頻度調査が行われた。各食品群に関して，お
おむね 1週間の摂取頻度について「ほとんど毎
日」「 2日に 1 回」「週に 1， 2回」「ほとんど
食べない」の 4カテゴリーを設け回答を求めた。
食品摂取の多様性得点は，各食品群において
「ほとんど毎日」の回答に 1点を与え，その合
計点とした2）。
　健康アンケート調査では，対象者の健康度を
評価するため老研式活動能力指標3）の下位尺度
である知的能動性の自立度を調査した。知的能
動性は高次生活機能を構成する能力であり 4項
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目で構成され「はい」を 1点として満
点が 4点となる尺度であり，点数が高
いほど自立度が高いことを示す。
　食品摂取の多様性得点を形成する食
品摂取パタンの探索は因子分析によっ
た。その際，各摂取頻度に対し「ほと
んど毎日」に 4，「 2日に 1 回」に 3，
「週に 1， 2回」に 2，「ほとんど食
べない」に 1を与えた。因子分析にお
ける因子軸の回転は規準化バリマック
ス法を採用した。
　因子分析によって表出した各因子は
地域高齢者の食品摂取の多様性を形成
する食品摂取パタンと考えられる。し
たがって，食品摂取の多様性得点に対
する各因子の寄与の優劣を評価するこ
とは，食品摂取の多様性を改善する介
入手段を立案する際に配慮すべき食品
摂取パタンの特定に役立つと考えられ
る。そこで，食品摂取の多様性得点の
因子分析で表出した因子それぞれで高
い因子負荷量を示した食品群をグルー
プ化し，食品摂取の多様性得点の下位
得点を作成した。以降，DVS_sと表記
する。各DVS_sが該当因子の特性を十
分反映した独立的な変数か否かの検証
は，各因子得点を従属変数，各因子に
対応するDVS_s，性，年齢を独立変数
とする一括投入法による重回帰分析に
よった。因子得点とDVS_sの関係の強
さは標準偏回帰係数の数値をもとに判
断した。
　本分析はすべてのデータが完備した
男性7,199名，女性9,372名，計16,571
名に対して行った。分析対象の平均年
齢（標準偏差）は男性74.2（6.7）歳，
女性74.8（6.8）歳，全体では74.5（6.7）
歳であった。統計解析はSPSS Ver. 
23.0により行った。

（ 2）　倫理的配慮
　本調査は秋田県大仙市の行政にもと

表 1　分析対象の老研式活動能力指標「知的能動性」の分布と平均得点
（単位　％）

知的能動性得点

0点 1点 2点 3点 4点 平均得点（標準偏差）

男性
　　　　計（7,199名） 1.2 2.5 6.9 21.3 68.1 3.5 (0.8)
　65～74歳（3,881名） 0.5 1.7 6.3 21.6 69.9 3.6 (0.7)
　75歳以上（3,318名） 2.0 3.4 7.6 21.0 66.0 3.5 (0.9)
女性
　　　　計（9,372名） 2.4 4.9 8.5 20.7 63.6 3.4 (1.0)
　65～74歳（4,769名） 0.5 1.8 5.2 17.5 75.0 3.6 (0.7)
　75歳以上（4,603名） 4.3 8.1 11.9 23.9 51.8 3.1 (1.1)

表 2　食品摂取の多様性得点を構成する10食品群の食品摂取頻度調査結果
男性 女性

性差 年齢差
65～74歳 75歳以上 65～74歳 75歳以上

魚介類
　ほとんど毎日 57.9 70.6 58.4 63.4 ** **
　 2 日に 1回 30.6 21.4 31.7 26.4
　週に 1， 2回 11.0 7.5 9.4 9.7
　ほとんど食べない 0.5 0.5 0.5 0.5
肉類
　ほとんど毎日 23.8 26.0 25.2 22.2 **
　 2 日に 1回 40.6 40.4 44.4 39.8
　週に 1， 2回 33.7 31.2 27.0 31.7
　ほとんど食べない 2.0 2.4 3.5 6.2
卵
　ほとんど毎日 39.8 45.6 37.5 38.6 ** **
　 2 日に 1回 30.6 30.0 34.6 32.7
　週に 1， 2回 27.6 22.2 25.5 25.2
　ほとんど食べない 2.0 2.2 2.4 3.4
牛乳
　ほとんど毎日 42.4 50.7 47.7 48.6 ** **
　 2 日に 1回 11.3 11.5 14.2 11.4
　週に 1， 2回 21.1 16.4 17.5 14.3
　ほとんど食べない 25.2 21.5 20.6 25.7
大豆・大豆製品
　ほとんど毎日 61.0 68.2 66.2 64.5 **
　 2 日に 1回 20.3 18.3 20.1 20.1
　週に 1， 2回 17.2 12.2 12.6 13.8
　ほとんど食べない 1.6 1.3 1.2 1.7
緑黄色野菜類
　ほとんど毎日 73.2 79.8 84.3 81.7 ** *
　 2 日に 1回 17.1 13.6 11.4 12.6
　週に 1， 2回 9.1 5.9 4.0 5.1
　ほとんど食べない 0.6 0.8 0.3 0.5
海藻類
　ほとんど毎日 23.4 32.9 25.1 28.7 **
　 2 日に 1回 31.9 32.5 37.0 33.5
　週に 1， 2回 41.6 32.2 35.7 34.5
　ほとんど食べない 3.1 2.4 2.2 3.4
芋類
　ほとんど毎日 10.3 18.1 13.3 16.1 ** **
　 2 日に 1回 28.9 33.9 33.4 34.8
　週に 1， 2回 55.0 44.6 50.5 45.5
　ほとんど食べない 5.8 3.4 2.8 3.7
果物類
　ほとんど毎日 32.3 41.7 46.8 46.1 ** **
　 2 日に 1回 27.3 29.5 28.7 27.4
　週に 1， 2回 34.8 25.2 21.8 23.1
　ほとんど食べない 5.5 3.6 2.5 3.3
油脂類
　ほとんど毎日 31.6 37.9 36.0 33.9
　 2日に 1回 32.5 32.3 34.8 32.7
　週に 1， 2回 33.2 27.0 27.1 29.9
　ほとんど食べない 2.7 2.7 2.0 3.6

注　*ｐ＜0.05，**ｐ＜0.01，Mann-Whitney U-検定．数値は割合（％）。



―　 ―18

第65巻第15号「厚生の指標」2018年12月

づく65歳以上を対象とした保健施策として行わ
れた。すなわち本研究の資源である健康アン
ケート調査データは，自治体が行う保健活動と
して収集されたものである。そして，健康アン
ケート調査データの提供は，委託者を大仙市長，
受託者を本論文投稿者として締結された業務委
託契約にもとづき行われた。調査データ提供の
際は個人を特定する情報は削除された。なお
データにはIDは付与されたが受託者には対応
表が提供されないため個人の特定は不可能であ
る。これらの手続きを経ることにより本調査参
加者の人権は擁護された。本研究分析は，人間
総合科学大学研究倫理審査委員会の承認（受付
番号第332号，平成25年 1 月25日承認）を得て
行われた。

Ⅲ　結　　　果

　表 1に分析対象の老研式活動能力指標の下位
尺度である知的能動性の性，年齢層別の分布を
示した。平均得点は男性3.5点，女性3.4点であ
り，男性の89.4％，女性の84.3％が 3点以上で
あり，高次生活機能である知的能動性の自立度
が高い地域高齢者の集団であることが示された。
　表 2に食品摂取の多様性得点を算出する10食
品群の 4カテゴリーに区分した摂取頻度の性，
年齢層別の分布を示した。食品摂取の多様性評
価票のクロンバックのα係数は0.75であった。
肉類をほとんど毎日摂取する者の割合は男女，
いずれの年齢層においても30％を下回っており，
魚介類の割合に比較して半分以下であった。10
食品群の中でほとんど毎日摂取する者の割合が

最も低かった食品群は芋類であり，男女いずれ
の年齢層においても20％を下回っていた。一方，
ほとんど毎日摂取する者の割合が最も高かった
食品群は緑黄色野菜類であり，続いて大豆・大
豆製品，魚介類の順に高かった。
　表 3に食品摂取の多様性得点の性，年齢層別
の分布と平均得点を示した。食品摂取の多様性
得点の平均得点は男女，両年齢層ともに 4点台
であった。食品摂取の多様性得点には有意な性
差が認められ女性の得点が男性より高かった。
男性の39.6％，女性の37.3％は多様性得点が 3
点以下であった。
　表 4に食品摂取の多様性得点を構成する10食
品群の摂取頻度調査結果にもとづく探索的因子
分析の結果として規準化バリマックス回転後の
因子負荷行列を示した。固有値を考慮したとき
最適解が得られたのは因子数が 4のときであっ
た。第 1因子は，芋類（0.777），海藻類（0.706），

表 3　食品摂取の多様性得点の性年齢層別の分布と平均得点
（単位　％）

食品摂取の
多様性得点 0点 1点 2点 3点 4点 5点 6点 7点 8点 9点 10点 平均得点（標準偏差）

男性
　　　計 4.6 7.6 12.1 15.3 15.6 14.2 12.2 7.7 5.3 3.2 2.1 4.2 (2.3)
　65～74歳 6.0 9.1 14.2 16.2 15.8 13.4 10.7 6.6 4.1 2.2 1.6 4.0 (2.3)
　75歳以上 3.0 5.7 9.7 14.3 15.5 15.2 13.9 9.1 6.7 4.4 2.6 4.7 (2.4)
女性
　　　計 3.7 6.8 11.2 15.6 16.3 15.0 12.2 8.5 5.4 3.1 2.2 4.5 (2.4)
　65～74歳 3.2 6.8 11.4 15.8 16.8 15.4 12.1 8.5 5.1 2.8 2.2 4.4 (2.3)
　75歳以上 4.2 6.8 10.9 15.4 15.7 14.6 12.3 8.4 5.8 3.5 2.3 4.4 (2.4)
注　1）　全体において性差（ｐ＜0.01）と年齢差（ｐ＜0.01）が認められる。Mann-Whitney U-検定．
　　2）　男性においては年齢差（ｐ＜0.01）が認められるが，女性では認められない。Mann-Whitney U-検定．

表 4　 食品摂取パタンの因子分析の結果
（規準化バリマックス回転後）
第 1因子第 2因子第 3因子第 4因子 共通性

芋類 0.777 0.266 0.084 -0.011 0.682
海藻類 0.706 0.160 0.250 -0.001 0.587
果物類 0.663 0.045 0.218 0.062 0.558
肉類 0.164 0.747 0.119 -0.024 0.599
油脂類 0.241 0.729 0.159 -0.009 0.614
卵 0.041 0.628 0.187 0.237 0.487
緑黄色野菜類 0.198 0.106 0.726 0.015 0.578
魚介類 0.119 0.192 0.683 0.040 0.519
大豆・大豆製品 0.159 0.139 0.682 0.083 0.517
牛乳 0.122 0.104 0.074 0.947 0.928

因子寄与 1.722 1.659 1.656 1.031
因子寄与率（％） 17.2 16.6 16.6 10.3  -
累積寄与率（％） 17.2 33.8 50.4 60.7

注　高い因子負荷量を太字で示した。
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果物（0.663）が正の高い
因子負荷量を示した。第 2
因子は，肉類（0.747），油
脂類（0.729），卵（0.628）
が正の高い因子負荷量を示
した。第 3因子は，緑黄色
野菜類（0.726），魚介類
（0.683），大豆・大豆製品
（0.682）が正の高い因子
負荷量を示した。第 4因子
は牛乳（0.947）が正の高
い因子負荷量を示した。第
1，第 2，第 3，第 4因子の因子寄与率はそれ
ぞれ17.2％，16.6％，16.6％，10.3％であり累
積寄与率は60.7％であった。したがって，第 1
因子は植物食品摂取パタン，第 2因子は欧米食
パタン，第 3因子は日本食パタン，第 4因子は
牛乳摂取パタンと解釈された。
　因子分析の結果，食品摂取の多様性得点が 4
つの食品摂取パタンで形成されることが判明し
たためDVS_sは 4 種類作成された。食品摂取の
多様性得点を 4 つのDVS_sに分割した概要を
図 1に示した。第 1因子に対応したDVS_sを植
物食品得点（以下，DVS_s1），第 2因子に対応
したDVS_sを欧米食得点（以下，DVS_s2），第
3因子に対応したDVS_sを日本食得点（以下，
DVS_s3），第 4 因子に対応したDVS_sを牛乳
得点（以下，DVS_s4）とした。
　食品摂取の多様性得点を分割して作成した
DVS_s1～ 4 が該当因子の特性を十分反映した
独立的な変数であることを確認するため， 4つ
の因子の因子得点それぞれを従属変数，DVS_s1
～ 4 ，性，年齢を独立変数とした重回帰分析の
結果を表 5に示した。第 1因子の因子得点には
DVS_s1（標準偏回帰係数：0.879），第 2因子
の因子得点にはDVS_s2（同：0.906），第 3因
子の因子得点にはDVS_s3（同：0.989），第 4
因子の因子得点にはDVS_s4（同：0.863）が独
立的かつ強い正の関係を示した。これにより
DVS_s1～ 4 は，因子分析で表出した該当因子
の特性を十分反映した変数であることが確認で
きた。

　表 6 に食品摂取の多様性得点と各DVS_sの
性，年齢調整後の平均値，食品摂取の多様性得
点に対する各DVS_sの寄与割合（％），各DVS_s
の調整後平均値のそれぞれの満点に対する到達
度割合（％）を示した。食品摂取の多様性得点
の性，年齢調整後の平均値は4.37点であった。
4つのDVS_sの中で最も高い調整後平均値を
示したのはDVS_s3であり2.07点であった。そ
してDVS_s3の食品摂取の多様性得点に対する
寄与割合は47.3％であった。これに対しDVS_s1
とDVS_s2の調整後平均値はそれぞれ0.83点，
0.98点であり食品摂取の多様性得点への寄与割
合はそれぞれ18.9％，22.4％となりDVS_s3の
半分以下であった。各DVS_sの調整後平均値が
それぞれの満点に対する到達度割合（％）は，
DVS_s1が27.6％，DVS_s2が32.6 ％，DVS_s3が

表 5　 表出した各因子の因子得点と多様性得点下位得点の
重回帰分析の結果（標準偏回帰係数）

従属変数 第 1因子 第 2因子 第 3因子 第 4因子

独立変数
　DVS_s1 0.879 -0.152 -0.143 -0.036
　DVS_s2 -0.132 0.906 -0.142 -0.019
　DVS_s3 -0.096 -0.100 0.989 -0.066
　DVS_s4 -0.025 -0.002 -0.043 0.863
　性 0.033 -0.020 0.013 0.013
　年齢 0.017 -0.033 -0.009 -0.018

R2（決定係数） 0.657 0.699 0.812 0.720

注　1）　DVS_s1：第一因子の植物食品摂取パタンを構成する食品
群（芋類，海藻類，果物類）における多様性下位得点

　　2）　DVS_s2：第二因子の欧米食摂取パタンを構成する食品群
（肉類，油脂類，卵）における多様性下位得点

　　3）　DVS_s3：第三因子の日本食摂取パタンを構成する食品群
（緑黄色野菜類，魚介類，大豆・大豆製品）における多様性
下位得点

　　4）　DVS_s4：第四因子の牛乳摂取パタンを構成する食品群（牛
乳）における多様性下位得点

　　5）　正の大きな標準偏回帰係数を太字で示した。

図 1　食品摂取の多様性得点の下位得点構成
芋類
海藻類
果物類

第 1因子

肉類
油脂類
卵

第 2因子

緑黄色野菜類
魚介類

大豆・大豆製品
第 3因子

第 4因子 牛乳

植物食品摂取パタン

欧米食パタン

日本食パタン

牛乳摂取パタン

植物食品得点（３）

欧米食得点（３）

日本食得点（３）

牛乳得点（１）

食品摂取の
多様性得点（10）

注　（　）内の数値は満点。
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69.0％，DVS_s4が47.0
％となり，DVS_s1と
DVS_s2の到達度割合
が低く，本研究集団に
おいては植物食品摂取
パタンと欧米食パタン
の普及度が低い傾向を
示した。

Ⅳ　考　　　察

　世界保健機関は高齢
者の健康指標を生活機
能の自立度とすべきこ
とを提唱し，高齢社会
の進展に伴い高次生活機能の自立性を維持増進
する施策を求めている22）。そのため本研究では
対象の健康度の指標として高次生活機能の自立
度を用い評価することが適切と考えた。わが国
においては高齢者の高次生活機能の自立性を測
定する尺度として老研式活動能力指標3）が開発
されている。地域高齢者の生活習慣と食品摂取
習慣の関係を扱った研究23）では，老研式活動能
力指標の下位尺度の知的能動性にあたる能力で
ある余暇活動を行う者はそうでない者より豊富
な種類の食品を摂取することを示した。また，
老化に関する長期縦断研究5）では食品摂取の多
様性得点の老化に伴う低下リスクは知的能動性
の能力が高まることで減少することを示した。
これらの研究は食品摂取の多様性が高次生活機
能の中でも特に知的能動性の自立性と密接に関
連することを示していると考える。そこで本研
究では高次生活機能として老研式活動能力指標
の知的能動性の自立度を選び評価した。分析対
象の知的能動性の平均得点は男性65～74歳で
3.6点，75歳以上で3.5点，女性ではおのおの
3.6点，3.1点であった。都市部高齢者の代表サ
ンプルの知的能動性の平均点を示した研究24）で
は，男性の65～74歳で3.8点，75歳以上で3.6点，
女性ではおのおの3.7点，3.2点であった。東京
都区部で健康づくり活動に参加した高齢者の平
均点を示した研究20）では，平均年齢73.7歳の女

性が主の集団で3.7点と報告している。また地
方都市の一般外来通院の高齢者の知的能動性を
測定した研究25）では，平均年齢76歳の集団で
3.3点と報告している。したがって本研究集団
の知的能動性の自立度はわが国の地域高齢者の
平均的な水準と考えられ高次生活機能が自立し
た集団と考えられる。
　本研究で用いた食品摂取の多様性評価票2）は
10の食品群で構成されその摂取頻度について回
答を求め多様性を評価している。本研究対象に
おいて多様性評価票のクロンバックのα係数を
求めたところ0.75となり，食品摂取の多様性を
評価する食品群の構成としてその内的整合性は
許容水準であることが確認された。
　本研究の分析対象数は16,571名であり，これ
までにない規模の高齢者集団の食品摂取の多様
性得点の水準を把握することができた。分析の
結果，食品摂取の多様性得点の性，年齢調整後
の平均値は4.37点であった。東京都区部 2地域
の女性が大半を占める200～400名の高齢者集団
の平均値は4.1点であることが示されている20）21）。
すなわち本研究における高齢者集団の食品摂取
の多様性得点は都市部の高齢者と近似した水準
であった。食品摂取の多様性得点の水準ごとに
高次生活機能の障害リスクを比較した研究2）で
は 3点以下のグループは 4点以上のグループに
比べ有意に障害リスクが高いことを示している。

表 6　 食品摂取の多様性得点を形成する 4つ食品摂取パタンの多様性下位得点平均値，
多様性得点平均値に対する寄与割合および満点に対する到達度割合（平均値／満点）

食品摂取の多様性の下位得点 DVS DVS_s1 DVS_s2 DVS_s3 DVS_s4

平均値（点） 4.37 0.83 0.98 2.07 0.47
95％信頼区間 4.33-4.40 0.82-0.85 0.97-1.00 2.05-2.08 0.46-0.48

食品摂取の多様性得点平均値
に対する寄与割合（％） - 18.9 22.4 47.3 10.7

満点に対する到達度割合（％）
（平均値／満点） 43.7 27.6 32.6 69.0 47.0

注　1）　平均値は性，年齢を調整した推定平均。
　　2）　DVS：食品摂取の多様性得点（満点10点）
　　3）　DVS_s1：第一因子の植物食品摂取パタンを構成する食品群（芋類，海藻類，果物類）における

多様性下位得点（植物食品得点，満点 3点）
　　4）　DVS_s2：第二因子の欧米食摂取パタンを構成する食品群（肉類，油脂類，卵）における多様性

下位得点（欧米食得点，満点 3点）
　　5）　DVS_s3：第三因子の日本食摂取パタンを構成する食品群（緑黄色野菜類，魚介類，大豆・大豆

製品）における多様性下位得点（日本食得点，満点 3点）
　　6）　DVS_s4：第四因子の牛乳摂取パタンを構成する食品群（牛乳）における多様性下位得点（牛乳

得点，満点 1点）
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また，自立高齢者の老化に伴う筋力の変化を観
察した研究17）では，食品摂取の多様性得点が第
一，三分位の 3 点以下グループは 4点以上のグ
ループより筋力低下リスクが有意に高いことを
示している。これらの観察研究は食品摂取の多
様性得点が 3点付近から筋虚弱化のリスクが高
まり高次生活機能の自立性が障害されやすくな
ることを示している。本研究集団では 3点以下
の者の割合が約40％であり食品摂取の多様性の
積極的な改善が求められる集団であることがわ
かった。本研究集団における食品摂取の多様性
得点の分布がわが国全体を代表している保証は
ない。しかし，平均値が都市部集団と近似して
いることからわが国の地域在宅の自立高齢者の
相当な割合が食品摂取の多様性の改善活動の対
象になると推定され実態の把握が必要と考えら
れる。
　本研究は栄養素や食品の摂取量の内的構造パ
タンではなく食品摂取の多様性を形成する食品
摂取パタンを分析したものであり，わが国にお
ける先駆けとなる。探索的因子分析の結果，本
分析対象の食品摂取の多様性は 4つの食品摂取
パタンで形成されていることが示された。すな
わち 4つの食品摂取パタンを備えた食品摂取習
慣をもつ高齢者ほど多様性得点が高いことを示
していると考えられる。そこで各食品摂取パタ
ンに対応した下位得点を作成し食品摂取の多様
性得点の構成割合を検証した。その結果，本分
析対象における食品摂取の多様性得点の調整後
平均値に対する各下位得点の寄与割合は日本食
得点（DVS_s3）が47.3％となり食品摂取の多
様性得点の約半分が日本食得点によってもたら
されていることが示された。また，各下位得点
の調整後平均値の満点に対する到達度割合も算
出し，集団として各食品摂取パタンがどの程度
普及しているのかも推定した。その結果，植物
食品得点と欧米食得点の到達度割合がそれぞれ
27.6％，32.6％と日本食得点の69.0％や牛乳得
点の47.0％と比較して明らかに低く，植物食品
摂取パタンと欧米食パタンの食事様式の普及度
が集団として低いことが示された。したがって，
本研究集団の食品摂取の多様性を改善するため

には植物食品摂取パタンと欧米食パタンの食事
様式を普及啓発する活動が必須になると考えら
れる。
　地域高齢者の縦断研究では，肉類，油脂類，
牛乳を高頻度に摂取するパタンが老研式活動能
力指標の知的能動性の自立度の障害リスクを低
くすることを示している26）。さらに高齢者の栄
養改善のための介入研究では肉類と油脂類の摂
取頻度を有意に増やすことが血清アルブミンの
増加に有効なことを示した27）28）。これらの先行
研究で示された肉類と油脂類の摂取の健康指標
に対する有益な関係は，本研究で示された欧米
食パタン（欧米食得点）を促す食品摂取の多様
性の改善が有用なことを示しているのかもしれ
ない。
　本研究には限界がある。食品摂取の多様性は
地域性など社会人口学的要因により影響される
と考えられる。本研究の対象地域は秋田県の主
要都市の大仙市である。対象の食品摂取の多様
性得点は東京都区部の高齢者と同水準であるが，
食品摂取の多様性に対する各食品摂取パタンの
寄与割合には大きな偏りがみられた。総務省の
家計調査（2014～2016）29）によれば秋田市の魚
介類の消費支出費は全国平均より約7,000円多
い。これに対し肉類のそれは約17,000円少ない。
消費支出額からの推定であるが，食品摂取の多
様性に対して日本食パタンの寄与が大きいのは
対象地域の食品摂取習慣の特性によってもたら
されているのかもしれない。地域特性の異なる
高齢者集団を対象とした研究成果と比較して，
食品摂取の多様性を形成する食品摂取パタンと
その寄与特性を比較検証する必要がある。一方，
家計調査29）によれば本研究地域と類似した地域
特性をもつ地域もある。それらの地域では欧米
食パタンや植物食品摂取パタンの食事様式の普
及啓発が有効な栄養改善活動になるのかもしれ
ない。
　わが国では高齢者の介護予防活動として食品
摂取の多様性の推進が課題との認識が広まりつ
つある。しかし，これまでの活動は食事で摂取
する食品群の数を単に増やすものであった。食
品摂取パタンの改善を通した栄養活動は家庭内
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での主菜と副菜のメニュー
選び，あるいは外食産業や
配食サービスなど多彩な食
事産業におけるメニューデ
ザインに反映させやすいと
考えられる。
　図 2に食品摂取の多様性
を改善するための食事パタ
ンチェック票を試案として
示した。食品摂取の多様性
がいずれの食品摂取パタン
で形成されているのか判断
できるように工夫した。①
～⑩の食品群で 1に〇がつ
いた数を食品摂取の多様性
得点として総合評価に用い，
満点は10点となる。食品摂
取の多様性の下位得点は①
～③の食品群における〇の
数が日本食得点，④～⑥の
食品群における数が欧米食
得点，⑦～⑨の食品群にお
ける数が植物食品得点，⑩
の食品群における数が牛乳
得点となる。それぞれの満点は 3点， 3点， 3
点， 1点となる。食品摂取の多様性得点がいず
れの下位得点で構成されているのか割合を算出
し，割合数値の低い下位得点の食品摂取パタン
が食品摂取の多様性を改善するうえで強調し実
践を促す食品摂取パタンと判断する。この判断
結果を推奨する食事メニューなどにも反映させ
ながら食品摂取パタンの偏りを改善する方法が
考えられる。また各下位得点は相互に独立的な
関係にある。そのため各下位得点の満点に対す
る到達度割合は該当する食品摂取パタンの普及
度を個別に評価するのに役立つと考えられる。
食品摂取の多様性得点に対する各下位得点の寄
与割合の水準の評価には本研究集団の性，年齢
調整後平均値も参考になると考えられる。
　食品摂取の多様性得点とその下位得点は集団
および個人の多様性の特性を簡易評価するのに
用いることができると考えられる。得られる結

果は日常の食生活で配慮すべき食事様式や食事
サービスを選択する際の参考情報になると考え
られる。今後，食品摂取の多様性を改善する手
段として試案の実行可能性，有効性，副次作用
の有無を検証しなければならない。

謝辞
　本研究は秋田県大仙市地域包括支援センター
の方々の尽力により行われた。記して謝意を表
す。

文　　　献
1 ）熊谷修．低栄養予防ハンドブック．東京：地域ケ
ア政策ネットワーク，2004．

2 ）熊谷修，渡辺修一郎，柴田博，他．地域在宅高齢
者における食品摂取の多様性と高次生活機能低下
の関連．日本公衆衛生雑誌　2003；50（12）：1117-
24．

3 ）古谷野亘，柴田博，中里克治，他．地域老人におけ

　ふだんの食事についてお伺いします。あなたは次にあげる10食品群を週に何日ぐら
い食べますか。ここ一週間ぐらいの様子についてお伺いします。

①　魚介類（生鮮，加工品を問わずすべての魚介類です）
1．ほとんど毎日　 2． 2日に 1回　 3．一週間に 1～ 2回　 4．ほとんど食べない

②　大豆・大豆製品（豆腐，納豆などの大豆を使った食品です）
1．ほとんど毎日　 2． 2日に 1回　 3．一週間に 1～ 2回　 4．ほとんど食べない

③　緑黄色野菜類
　　（にんじん，ほうれん草，かぼちゃ，トマトなどの色の濃い野菜です）
1．ほとんど毎日　 2． 2日に 1回　 3．一週間に 1～ 2回　 4．ほとんど食べない

④　肉類（生鮮，加工品を問わずすべての肉類です）
1．ほとんど毎日　 2． 2日に 1回　 3．一週間に 1～ 2回　 4．ほとんど食べない

⑤　卵（鶏卵，うずらなどの卵で，魚の卵は含みません）
1．ほとんど毎日　 2． 2日に 1回　 3．一週間に 1～ 2回　 4．ほとんど食べない

⑥　油脂類
　　（油炒め，天ぷら，フライなど油を使う料理です。パンに塗るバターなども含めます）
1．ほとんど毎日　 2． 2日に 1回　 3．一週間に 1～ 2回　 4．ほとんど食べない

⑦　海草類（生，乾物を問いません）
1．ほとんど毎日　 2． 2日に 1回　 3．一週間に 1～ 2回　 4．ほとんど食べない

⑧　芋類
1．ほとんど毎日　 2． 2日に 1回　 3．一週間に 1～ 2回　 4．ほとんど食べない

⑨　果物類
　　（生鮮，缶詰を問いません。トマトは含みません。トマトは緑黄色野菜とします）
1．ほとんど毎日　 2． 2日に 1回　 3．一週間に 1～ 2回　 4．ほとんど食べない

⑩　牛乳（コーヒー牛乳，フルーツ牛乳は除きます）
1．ほとんど毎日　 2． 2日に 1回　 3．一週間に 1～ 2回　 4．ほとんど食べない

図 2　食品摂取の多様性改善のための食事パタンチェック票
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